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熱音響自励振動を利用した部分予混合火炎の保炎法表 題

ジェットエンジン用アフターバーナ，ボイラー用燃焼器，ガスコンロ適用製品

ジェットエンジンのアフターバーナなど連続燃焼を行う燃焼器では，気流中で火炎を保

持する「保炎」を行うが，そのために使用されている従来の保炎装置の圧力損失や熱負

荷といった問題点を解消することを目的とする。

本技術では従来のように主流に直接接触する旋回羽根や保炎器を用いず，音波を用

いて主流に非接触な保炎手段を提供する。

目 的

従来型の保炎装置は主流に羽根や障害物を置き，渦を発生させて保炎しているが，火炎に作

用しない不要な渦生成と，保炎領域と保炎装置が近接により，圧損や熱負荷の問題がある。

本技術は，密度揺らぎのある流体中で音波の持つ対流・渦生成効果を利用し，火炎基部に強

力な音波を照射することで密度差が存在する混合・燃焼領域のみの流れ場に選択的に渦生成

することを可能とするものである。音波の照射により，燃料濃度分布（濃度勾配）を制御したり，火

炎の乱れを増大等の効果を得て，保炎する。

本発明の保炎装置は，熱エネルギーを音に変換する一対の共鳴管とバーナで構成される．共

鳴管の一部を火炎で局所的に加熱することで，共鳴を起こす熱音響自励振動を発生し，その音

波を火炎に照射する構造を有する．音波を用いた燃焼制御法はこれまでにも存在するが，本技

術は，音波生成のための振動子や共鳴状態を制御する制御回路が不要で実用的である。
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